
黙示録



黙示録クラス③

七つの角笛（８：６～１１）
サタンとの戦争（１２）

サタンの仲間3匹の野獣（１３）
子羊と天使のメッセージ（１４-１６）



角笛は忠告するために鳴らされた
モーセの時代の１０災害

6 町で角笛が吹き鳴らされたなら人
々はおののかないだろうか。町に災い
が起こったならそれは主がなされたこ
とではないか。 アモス３：６

七つのラッパ



7 第一の天使がラッパを吹いた。すると、血の
混じった雹と火とが生じ、地上に投げ入れられ
た。地上の三分の一が焼け、木々の三分の一が
焼け、すべての青草も焼けてしまった。

第①の角笛

滅びの前の忠告
出エジプトを思い出させる



8 第二の天使がラッパを吹いた。すると、火で
燃えている大きな山のようなものが、海に投げ
入れられた。海の三分の一が血に変わり、9 ま
た、被造物で海に住む生き物の三分の一は死に
、船という船の三分の一が壊された。

第②の角笛



10 第三の天使がラッパを吹いた。すると、松明
のように燃えている大きな星が、天から落ちて
来て、川という川の三分の一と、その水源の上
に落ちた。11 この星の名は「苦よもぎ」といい
、水の三分の一が苦よもぎのように苦くなって
、そのために多くの人が死んだ。

第③の角笛



12 第四の天使がラッパを吹いた。すると、太陽
の三分の一、月の三分の一、星という星の三分
の一が損なわれたので、それぞれ三分の一が暗
くなって、昼はその光の三分の一を失い、夜も
同じようになった。13 また、見ていると、一羽
の鷲が空高く飛びながら、大声でこう言うのが
聞こえた。「不幸だ、不幸だ、不幸だ、地上に
住む者たち。なお三人の天使が吹こうとしてい
るラッパの響きのゆえに。」

第④の角笛

出エジプト１２章、闇の災害



1 第五の天使がラッパを吹いた。すると、一つ
の星が天から地上へ落ちて来るのが見えた。こ
の星に、底なしの淵に通じる穴を開く鍵が与え
られ、2 それが底なしの淵の穴を開くと、大き
なかまどから出るような煙が穴から立ち上り、
太陽も空も穴からの煙のために暗くなった3 そ
して、煙の中から、いなごの群れが地上へ出て
来た。このいなごには、地に住むさそりが持っ
ているような力が与えられた。

第⑤の角笛

いなご群：ローマ帝国の内面的な腐敗



13 第六の天使がラッパを吹いた。すると、神の御前
にある金の祭壇の四本の角から一つの声が聞こえた。
17 わたしは幻の中で馬とそれに乗っている者たちを
見たが、その様子はこうであった。彼らは、炎、紫、
および硫黄の色の胸当てを着けており、馬の頭は獅子
の頭のようで、口からは火と煙と硫黄とを吐いていた
。18 その口から吐く火と煙と硫黄、この三つの災い
で人間の三分の一が殺された。19 馬の力は口と尾に
あって、尾は蛇に似て頭があり、この頭で害を加える
のである。

第⑥の角笛

外からの侵入



15 さて、第七の天使がラッパを吹いた。すると、天
にさまざまな大声があって、こう言った。「この世の
国は、我らの主と、そのメシアのものとなった。主は
世々限りなく統治される。」16 神の御前で、座に着
いていた二十四人の長老は、ひれ伏して神を礼拝し、
18 その口から吐く火と煙と硫黄、この三つの災いで
人間の三分の一が殺された。 馬の力は口と尾にあっ
て、尾は蛇に似て頭があり、この頭で害を加えるので
ある。

第⑦の角笛

ローマに対して最後の裁き



食べる巻き物



黙示録１０：９-１０
巻物を食べる

9 そこで、天使のところへ行き、「その小さな巻
物をください」と言った。すると、天使はわたし
に言った。「受け取って、食べてしまえ。それは
、あなたの腹には苦いが、口には蜜のように甘い
。」10 わたしは、その小さな巻物を天使の手から
受け取って、食べてしまった。それは、口には蜜
のように甘かったが、食べると、わたしの腹は苦
くなった。



エゼキエル３：１-３
巻物を食べる

1 彼はわたしに言われた。「人の子よ、目の前にある
ものを食べなさい。この巻物を食べ、行ってイスラエ
ルの家に語りなさい。」2 わたしが口を開くと、主は
この巻物をわたしに食べさせて、3 言われた。「人の
子よ、わたしが与えるこの巻物を胃袋に入れ、腹を満
たせ。」わたしがそれを食べると、それは蜜のように
口に甘かった。

御言葉を食べる＝消化する、心に刻む
その後苦い＝心に刺さる言葉



１２章サタンとの戦い



1 また、天に大きなしるしが現れた。一人の女
が身に太陽をまとい、月を足の下にし、頭には
十二の星の冠をかぶっていた。2 女は身ごもっ
ていたが、子を産む痛みと苦しみのため叫んで
いた。3 また、もう一つのしるしが天に現れた
。見よ、火のように赤い大きな竜である。これ
には七つの頭と十本の角があって、その頭に七
つの冠をかぶっていた。

女、龍、子供



4 竜の尾は、天の星の三分の一を掃き寄せて、
地上に投げつけた。そして、竜は子を産もうと
している女の前に立ちはだかり、産んだら、そ
の子を食べてしまおうとしていた。5 女は男の
子を産んだ。この子は、鉄の杖ですべての国民
を治めることになっていた。子は神のもとへ、
その玉座へ引き上げられた。6 女は荒れ野へ逃
げ込んだ。そこには、この女が千二百六十日の
間養われるように、神の用意された場所があっ
た。 馬の力は口と尾にあって、尾は蛇に似て頭
があり、この頭で害を加えるのである。

女、龍、子供



•サタン対イエスの戦い
•女＝マリア、子供＝イエス・キリスト
•女は荒れ野へ逃げ込んだ： マタイ2章
14 ヨセフは起きて、夜のうちに幼子とその
母を連れてエジプトへ去り、15 ヘロデが死
ぬまでそこにいた。

•1260日：三年半（迫害の期間）



黙示録１２：９-１２

9 この巨大な竜、年を経た蛇、悪魔とかサタ
ンとか呼ばれるもの、全人類を惑わす者は、
投げ落とされた。地上に投げ落とされたので
ある。その使いたちも、もろともに投げ落と
された。10 わたしは、天で大きな声が次のよ
うに言うのを、聞いた。「今や、我々の神の
救いと力と支配が現れた。神のメシアの権威
が現れた。我々の兄弟たちを告発する者、昼
も夜も我々の神の御前で彼らを告発する者が
、投げ落とされたからである。



子羊の血



黙示録１２：９-１２

11 兄弟たちは、小羊の血と自分たちの証しの
言葉とで、彼に打ち勝った。彼らは、死に至
るまで命を惜しまなかった。12 このゆえに、
もろもろの天と、その中に住む者たちよ、喜
べ。地と海とは不幸である。悪魔は怒りに燃
えて、お前たちのところへ降って行った。残
された時が少ないのを知ったからである。」



•小羊の血と自分たちの証しの言葉とで、彼
に打ち勝った
＊イエス・キリストの十字架
＊聖徒たちの証し、伝道

•彼らは、死に至るまで命を惜しまなかった
•一世紀の弟子たちの勇気、多くの殉教者
•悪魔は怒りに燃えている：サタンとの霊的
戦争



１３章
サタンの仲間の野獣



黙示録１３：１-3
1 わたしはまた、一匹の獣が海の中から上っ
て来るのを見た。これには十本の角と七つの
頭があった。それらの角には十の王冠があり
、頭には神を冒涜するさまざまの名が記され
ていた。2 わたしが見たこの獣は、豹に似て
おり、足は熊の足のようで、口は獅子の口の
ようであった。竜はこの獣に、自分の力と王
座と大きな権威とを与えた。3 この獣の頭の
一つが傷つけられて、死んだと思われたが、
この致命的な傷も治ってしまった。そこで、
全地は驚いてこの獣に服従した。



黙示録１３：４-５

4 竜が自分の権威をこの獣に与えたので、人
々は竜を拝んだ。人々はまた、この獣をも拝
んでこう言った。「だれが、この獣と肩を並
べることができようか。だれが、この獣と戦
うことができようか。」5 この獣にはまた、
大言と冒涜の言葉を吐く口が与えられ、四十
二か月の間、活動する権威が与えられた。



黙示録１３：６-７

6 そこで、獣は口を開いて神を冒涜し、神の
名と神の幕屋、天に住む者たちを冒涜した。7 
獣は聖なる者たちと戦い、これに勝つことが
許され、また、あらゆる種族、民族、言葉の
違う民、国民を支配する権威が与えられた。



•ダニエル７章の野獣：４つの王国
•サタン（竜）から権威が与えられた
•海の野獣：ローマの皇帝が持つ政治力
•３節：致命的の傷が治った：

皇帝ネロー/ドミティアヌス

•4節：「だれが、この獣と肩を並べることができ
ようか。だれが、この獣と戦うことができようか
。」ーローマ帝国が無敵に見えた

•5節：４２ヶ月、大言と冒涜を語る権威ー迫害

海の野獣



黙示録１3：８-１０

8 地上に住む者で、天地創造の時から、屠ら
れた小羊の命の書にその名が記されていない
者たちは皆、この獣を拝むであろう。9 耳あ
る者は、聞け。10 捕らわれるべき者は、捕
らわれて行く。剣で殺されるべき者は、剣で
殺される。ここに、聖なる者たちの忍耐と信
仰が必要である。



•８節：命の書に名が記されていない者、獣を拝
む、 命の書に名が記されている者は恐れなく
てもいい

•９節： 聖徒たちは捕らわれ、殺されるー神様
は迫害から守るわけではない。

•聖なる者たちの忍耐と信仰が必要である

命の書



黙示録１３：１１-１３

11 わたしはまた、もう一匹の獣が地中から上
って来るのを見た。この獣は、小羊の角に似た
二本の角があって、竜のようにものを言ってい
た。12 この獣は、先の獣が持っていたすべて
の権力をその獣の前で振るい、地とそこに住む
人々に、致命的な傷が治ったあの先の獣を拝ま
せた。13 そして、大きなしるしを行って、人
々の前で天から地上へ火を降らせた。



黙示録１３：１４-１６
14 更に、先の獣の前で行うことを許されたし
るしによって、地上に住む人々を惑わせ、また
、剣で傷を負ったがなお生きている先の獣の像
を造るように、地上に住む人に命じた。15 第
二の獣は、獣の像に息を吹き込むことを許され
て、獣の像がものを言うことさえできるように
し、獣の像を拝もうとしない者があれば、皆殺
しにさせた。16 また、小さな者にも大きな者
にも、富める者にも貧しい者にも、自由な身分
の者にも奴隷にも、すべての者にその右手か額
に刻印を押させた。



黙示録１３：１７-１８

17 そこで、この刻印のある者でなければ、物
を買うことも、売ることもできないようになっ
た。この刻印とはあの獣の名、あるいはその名
の数字である18 ここに知恵が必要である。賢
い人は、獣の数字にどのような意味があるかを
考えるがよい。数字は人間を指している。そし
て、数字は六百六十六である。



•海の野獣：ローマの帝国の宗教
•皇帝を「神」として拝ませる法律：アウグストス
•16節：右手か額に刻印を押させた
皇帝を拝んだ証拠として刻印が押された

•17節：経済的な差別：妥協する誘惑
•18節： ６６６、悪魔の数字

（６は不完全な数字）

地上の野獣



子羊と天使のメッセージ
14章から１６章



黙示録１４：１-３
1 また、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオ
ンの山に立っており、小羊と共に十四万四千人の
者たちがいて、その額には小羊の名と、小羊の父
の名とが記されていた。2 わたしは、大水のとど
ろくような音、また激しい雷のような音が天から
響くのを聞いた。わたしが聞いたその音は、琴を
弾く者たちが竪琴を弾いているようであった。3 
彼らは、玉座の前、また四つの生き物と長老たち
の前で、新しい歌のたぐいをうたった。この歌は
、地上から贖われた十四万四千人の者たちのほか
は、覚えることができなかった。



黙示録１４：４-５

4 彼らは、女に触れて身を汚したことのない者
である。彼らは童貞だからである。この者たち
は、小羊の行くところへは、どこへでも従って
行く。この者たちは、神と小羊に献げられる初
穂として、人々の中から贖われた者たちで、5 
その口には偽りがなく、とがめられるところの
ない者たちである。



•14,000=12x12x1000、実際の数でない
•１節：額に子羊と子羊の父の名が記された（聖霊
)エフェソ１：13 あなたがたもまた、キリスト
において、真理の言葉、救いをもたらす福音を聞
き、そして信じて、約束された聖霊で証印を押さ
れたのです。

•4節：女に触れて身を汚したことのない者である
•神と小羊に献げられる初穂として、人々の中から
贖われた者たち

命の書



•13 あなたがたもまた、キリストにおいて、真理の言
葉、救いをもたらす福音を聞き、そして信じて、約束さ
れた聖霊で証印を押されたのです。14 この聖霊は、わ
たしたちが御国を受け継ぐための保証であり、こうし
て、わたしたちは贖われて神のものとなり、神の栄光を
たたえることになるのです。 エフェソ１：１３-１４

聖霊の証印 VS 皇帝崇拝の刻印



黙示録１４：７-９
7 大声で言った。「神を畏れ、その栄光をたた
えなさい。神の裁きの時が来たからである。天
と地、海と水の源を創造した方を礼拝しなさい
。」8 また、別の第二の天使が続いて来て、こ
う言った。「倒れた。大バビロンが倒れた。怒
りを招くみだらな行いのぶどう酒を、諸国の民
に飲ませたこの都が。」9 また、別の第三の天
使も続いて来て、大声でこう言った。「だれで
も、獣とその像を拝み、額や手にこの獣の刻印
を受ける者があれば、



黙示録１４：１０ -１１

10 その者自身も、神の怒りの杯に混ぜものな
しに注がれた、神の怒りのぶどう酒を飲むこと
になり、また、聖なる天使たちと小羊の前で、
火と硫黄で苦しめられることになる。11 その
苦しみの煙は、世々限りなく立ち上り、獣とそ
の像を拝む者たち、また、だれでも獣の名の刻
印を受ける者は、昼も夜も安らぐことはない。
」



•大バビロン＝ローマ帝国
•１０-１１節：妥協した者は地獄に行く
•地獄には安らぎがない、神の怒りが注が
れる

大バビロンが倒れた



黙示録１５：１-２

1 わたしはまた、天にもう一つの大きな驚くべ
きしるしを見た。七人の天使が最後の七つの災
いを携えていた。これらの災いで、神の怒りが
その極みに達するのである。2 わたしはまた、
火が混じったガラスの海のようなものを見た。
更に、獣に勝ち、その像に勝ち、またその名の
数字に勝った者たちを見た。彼らは神の竪琴を
手にして、このガラスの海の岸に立っていた。



黙示録１５：３-４

3 彼らは、神の僕モーセの歌と小羊の歌とをう
たった。「全能者である神、主よ、あなたの業
は偉大で、驚くべきもの。諸国の民の王よ、あ
なたの道は正しく、また、真実なもの。4 主よ
、だれがあなたの名を畏れず、たたえずにおら
れましょうか。聖なる方は、あなただけ。すべ
ての国民が、来て、あなたの前にひれ伏すでし
ょう。あなたの正しい裁きが、明らかになった
からです。」



•７つの災い＝出エジプトの１０の災い
•３節：「彼らは、神の僕モーセの歌と小
羊の歌とをうたった」

七つの災い



７つの怒りの鉢



黙示録１６：１-２

1 また、わたしは大きな声が神殿から出て、七
人の天使にこう言うのを聞いた。「行って、七
つの鉢に盛られた神の怒りを地上に注ぎなさい
。」2 そこで、第一の天使が出て行って、その
鉢の中身を地上に注ぐと、獣の刻印を押されて
いる人間たち、また、獣の像を礼拝する者たち
に悪性のはれ物ができた。



黙示録１６：３-４

3 第二の天使が、その鉢の中身を海に注ぐと、
海は死人の血のようになって、その中の生き物
はすべて死んでしまった。4 第三の天使が、そ
の鉢の中身を川と水の源に注ぐと、水は血にな
った



黙示録１６：１７-１９
17 第七の天使が、その鉢の中身を空中に注ぐ
と、神殿の玉座から大声が聞こえ、「事は成就
した」と言った。18 そして、稲妻、さまざま
な音、雷が起こり、また、大きな地震が起きた
。それは、人間が地上に現れて以来、いまだか
つてなかったほどの大地震であった。19 あの
大きな都が三つに引き裂かれ、諸国の民の方々
の町が倒れた。神は大バビロンを思い出して、
御自分の激しい怒りのぶどう酒の杯をこれにお
与えになった。。



黙示録１６：２０ -２１

20 すべての島は逃げ去り、山々も消えうせた
。21 一タラントンの重さほどの大粒の雹が、
天から人々の上に降った。人々は雹の害を受け
たので、神を冒涜した。その被害があまりにも
甚だしかったからである。



•鉢＝神の裁き、もはや忠告は終わった
•出エジプトの災いを思い起こさせる
•１７節：「事は成就した」
•大きな地震:  マタイ２７章
51 そのとき、神殿の垂れ幕が上から下まで
真っ二つに裂け、地震が起こり、岩が裂け
52 墓が開いて、眠りについていた多くの聖
なる者たちの体が生き返った。

鉢に盛られた神の怒り



本日のレッスンのまとめ

霊的な戦いの敵は悪魔である
キリストの血と弟子の証言で勝つ

偶像礼拝してはいけない
経済的な差別に対しても忍耐する
イエスの弟子は聖霊の証印がある



黙示録１2：11
11 兄弟たちは、小羊の血と自分たちの証しの
言葉とで、彼に打ち勝った。

νικάω
nikao to subdue conquer, 
overcome, 
征服、勝利者、乗り越える



黙示録１3：10

10 ここに、聖なる者たちの忍耐と信仰が必要
である。

忍耐と我慢は違う



必ず神は勝つ！


